






要約:

脆弱 X 症候群 23 例につき現在までに集計できた調査用紙を基に、身体発育と臨床像及び

患者の就園、就学、保健医療との関わりについて検討した。身長、体重とも健常児とほほ

類似の経過を示したが、学童期から平均値を下回る傾向があった。頭囲は全例 50%タイル

を超え 2SDをこえる症例も見られた。精神遅滞と共に行動異常が高頻度に認められ、就園、

就学では特殊学級、養護学校へ通学している例が多かった。患者の現況を把握する事は患

者および家族の生活の質を重視したトータルケアを考える上で重要である。


